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超上流工程における課題とは
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ア ジ ャ イ ル 型

システム導入

ウ ォ ー タ ー フ ォ ー ル 型

システム導入

超上流工程とは

超上流工程とは、“そもそものやりたいこと” や、“そのために必要な計画 “を明確にするフェーズ。
超上流工程の必要性は、ウォーターフォール型でもアジャイル型でも変わらない。

経営戦略

基本構想策定

システム化計画

要件定義

設計

実装/単体試験

結合試験

総合試験

システム評価

経営評価 経営戦略

基本構想策定

システム化計画 システム評価

経営評価

超上流工程超上流工程

スプリント#1 #2 #3 ・・・
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超上流工程での困りごと

⚫報告・稟議のGateを通すために説得感のある資料を作成するが時間がかかるし、そもそも書いた経験があるメ

ンバーが少ない。

合 意 形 成 に 時 間 が か か る

⚫システム構築を目的にしていたため、システム要求しか聞いておらず業務に合わないシステムが出来上がってし

まった。

業 務 に 合 わ な い シ ス テ ム

⚫経営課題を解決するために取り組んだが（業務を知って問題を把握）、具体的な解決手段がわからない。

⚫自分たちで関係部署に教えてもらおうとしたが、時間がかかり非効率、積極的に対応してもらえない。

1度 は 取 り 組 ん だ プ ロ ジ ェ ク ト が 上 手 く 進 ま な い１

２

３
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超上流工程の進め方
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あるべき姿を示すアウトプットを導き出し、確実な合意形成からデジタル化を実現

ステップ毎に可視化された成果物（アウトプット）を見せることで、議論を促進し、ステークホルダ間の合意形成を確実に行う。

経営戦略
中期経営計画

業務改善活動など

現場

経営

現状

4.デジタル化実行

アウトプット 合意形成 アウトプット 合意形成 アウトプット 合意形成 アウトプット 合意形成

3.デジタル化企画2.To-Beモデル策定1.As-Is可視化（現状把握）

⚫ 手作業をなくし、効率を上げたい

⚫ RPAを導入したい

⚫ 働き方改革を推進したい

⚫ 部門横断で現状を把握したい

現状把握から問題・課題分析へ

⚫ 網羅的な要求を整理したい

⚫ 効果測定方法がわからない

⚫ 全体最適を図りたい

⚫ 自社の戦略を含め分析を行いたい

現場と経営視点から問題を検討

⚫ 新規システム導入のRFP（提案依頼書）作成

⚫ 複数ベンダーとのやり取り

⚫ RFPの勘所が知りたい

⚫ 一緒の立ち位置で手伝ってほしい

RFP作成からベンダー選定

⚫ 具体的な実行計画を立案したい

⚫ 社内調整を迅速に進めたい

デジタル化実行

あるべき姿
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デジタル化企画を導くまでの活動イメージ

部門横断での協議では、第3者の視点をいれた中立な立場でのファシリテートが、お客様にとっての最適解を導きます。

要求の分類

一体感が生まれ他部署への意識
が変わり協力体制が築けます

ヒアリングセッション 問題分析ワークショップ

部門横串で業務を可視化

製造課 品質管理

購買

製造課
コンサルタント

品質管理

購買

情報システム要求

業務改善要求

ビジネスルール改善要求

ビジネス戦略改善要求

網
羅
的
な
要
求

デジタル化企画To-Beモデル策定As-Is可視化（現状把握）

部門横断で協議する場を中立的な立場でファシリテートします 現場と経営視点から問題を検討します 要求を網羅的に定義します

企業の中長期基本戦略事業の基本戦略など

生産効率、コスト削減、改善活動など

現場

経営

製造課 購買

あるべき姿

コンサルタント
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第３者による可視化のメリット

可視化（ドキュメント化）する作業において、お客様が単独にて対応するよりも、第3者が介入した場合のメリット

業務だけでなく、情報（データ）、機能を可視化し、業務とＩＴの視点を融合 できます。

⚫豊富なシステム構築経験からＩＴを含めた可視化を実現できます。

⚫他社との業務、システム構成の助言を行うことが可能です。

第３者に業務を話す（ヒアリング）ことで曖昧さがなくなり 、気付きが生まれます。（問題の顕在化）

⚫モデリングツールを利用し、理解できる（ルールがある）業務プロセス図を作成できます。

⚫組織風土や組織や会社のセクショナリズムに影響されず、他社事例も含めた議論を促進します。

貴社業務を熟知していない者が現状を深掘りすることで暗黙知を形式知 にできます。

⚫利害関係部署を横串でヒアリング（会議体）し、会議をファシリテートします。

⚫部分最適から俯瞰した全体最適を目指せます。
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“可視化” と “合意形成” が、超上流工程の困りごとを解決する

⚫ セッション、ワークショップを通じ部門横断の協議する場を中立に

ファシリテート

最短２ヶ月で業務の可視化を実現

⚫ 計画的に進めることが可能（テンプレートの適用）、想定期間より

短くできる

お客様の隣で一緒に社内向けの
資料（企画書、稟議書）を作成

⚫ 実績を積んだ人員が支援（サポート）

要求を網羅的に抽出することで後戻りがなくなる

⚫ 現場と経営からの問題抽出、部門横串で業務を可視化

一体感が築け、他部署への意識が変わり協力体制が築けます

⚫ 報告・稟議のGateを通すために説得感のある資料を作成す

るが時間がかかるし、そもそも書いた経験があるメンバーが

少ない。

⚫ システム構築を目的にしていたため、システム要求しか聞い

ておらず業務に合わないシステムが出来上がってしまった。

⚫ 経営課題を解決するために取り組んだが（業務を知って問題

を把握）、わからない 自分たちで関係部署に教えてもらお

うとしたが、時間がかかり非効率、積極的に対応してもらえ

ない。

超上流工程での困りごと 超上流工程での困りごとを解決する

Speed

合意形成に時間がかかる

業務に合わないシステム

1度は取り組んだプロジェクトが上手く進まない１

２

３
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超上流工程をご支援する
ソリューションのご紹介
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業務プロセス改革のための
専門ソリューションについての
資料をお読みになりませんか？

資料請求はこちらをクリック

【無料】ソリューション解説資料のご紹介

https://dxnavi.com/req-doc/exeo-sps-201126/?utm_source=pdf&utm_medium=wp-exeo-sps-201126



